

































 1．報 告 要 旨
 点配置が空間的に一様てたい時に，そのトレンド場と点間の相互作用を同時に推定する為に
尤度を与え，その近似法を示唆した．
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筑波大学物理工学系 ノ」、  川 泰・中  島  幸  久
 最近，cenu1ar automataへの関心が世界的に昂まっている．1）有名なConwayの1ifegame2〕
のように，，自由度をもつ格子に簡単な局所的・微視的な運動法則を与えたCe11u1ar automata
は，自然界に見られるさまざまな現象に酷似した現象を導きうる．生命現象のような複雑な現
象の基礎的な理解に手掛りを与え，基礎科学の機能を拡大する上で，今後重要な役割を演じる
であろう．1ifegameのように決定論的なもの，確率論的なもの，別の観点からは，保存則の有
無など，いろいろな模型がありうる．決定保存系は，いわば格子上での分子動力学的なもので
あって極めて興味深いが，具体的に模型を作ることが困難である．
 この分野で従来気づかれていないもう一つの要素はfrustrationの概念である．物性物理学
では最近，不規則系磁性体におけるスピン・グラスの問題3）や，非晶質の構造などに関連して，
この概念がかなり重要視されている．二つの立場しかありえたい場合に，対等なる人が互いに
反抗しあおうとすれぼ，どの2人かは同じ立場にならざるをえない．このような状況をfrustra－
tionと呼んでいる．不規則系である必要はなく，典型的たfrustrate系は三角格子上の反強磁性
ISing模型である．最低エネルギーに相当する基底状態は無数にあり，格子点数Nに対して，
！．38入（N→∞）重に縮重していることが知られている．4）
